　　　第16期　第2回男女共同参画センター運営委員会　会議要録
１　日　時　　　平成30年10月23日（火）　午後10時～12時
２　場　所　　　男女共同参画センターえーる　視聴覚室
３　出席者　　　田村委員長　佐藤副委員長　大倉副委員長　山﨑副委員長　加藤委員（志）西村委員　
伊藤委員　片山委員　加藤委員（和）　佐々木委員　高原委員　上原委員　櫻井委員　中島委員　平林委員　堀野委員　渡辺委員　　　　
　　　　　　　　事務局（人権・男女共同参画課長　同係職員）
　　　　　　　　男女共同参画センター指定管理者
　　欠席者　　　大橋委員　小幡委員　居木委員　　　
４　公開の可否　公開
５　傍聴者数　　なし
６　議題　　　　(1)  前回会議要録の確認とホームページ掲載について　　　　 【事前送付資料】
　　　　(2)　平成30年度実施事業報告について　　　　　　　　　　　【資料１】
(3)　平成31年度事業計画(案)について                      【資料２】
(4)　平成31年度区民企画講座について                      【資料３】
７　報告　　　　(1)　空調設備改修工事について
８  その他　　  (1)  次回の会議日程について
　　　　　　　　(2)　その他
            　
９  ＜事前送付資料＞
第16期第１回男女共同参画センター運営委員会会議要録（案）
＜配付資料＞
資料１　平成30年度実施事業報告
資料２　平成31年度男女共同参画センター事業年間計画（案）
資料３　区民企画講座募集チラシ
＜参考資料＞
事業チラシ
10　会議の概要
【運営委員長挨拶】（省略）
【人権・男女共同参画課長挨拶】（省略）
【議題】
＜委員長＞　まず、議題(1) 前回会議要録の確認とホームページ掲載について、この場で最終確認となる。事務局より事前に送付しており、特段指摘事項はなかったようだが、改めて訂正等、意見のある方はいるか（訂正なし）。続いて、議題(2) 平成30年度実施事業報告について、指定管理者から説明をお願いする。
＜指定管理者＞　平成30年度実施事業報告(資料1)について説明(説明省略)。
＜委員長＞　何か質問等はあるか。私から質問させていただくと、「若年女性のためのこれからライフ」
という講座があり、とてもいい講座だと思う。しかし、引きこもっていたり、人とつながら
ない人たちをこちらとつなげる工夫がないと、いくら講座で募集しても出てこられないので
はないかと思う。例えば、ハローワークに行ってもなかなか就職が決まらない人のために、
センターと連携したりするようなことはないのか。センターだけで引きこもりの女性支援を
するのは難しいように思うが、その辺の工夫などについて聞きたい。
＜指定管理者＞　センターだけでは確かに難しいと思う。この講座は昨年から始まったもので、若者サポートステーションなどに声掛けをしたりしている。その一環として西武池袋線沿線の関連施設と情報交換をしている。これからもっとそういったところと繋がり、努力していきたいと考えている。
＜委員＞　16番の「えーるキッズエンジョイサマー」で、先ほどの説明では8月上旬で旅行等に出かけ
る人もいて参加人数が少ないという話があったが、お盆明けの8月後半などに実施してはいか
がか。
＜指定管理者＞　この事業については、例年実施時期について悩んでいる。今年度は映画上映を8月後半に実施した。こういったご意見をいただいたということで、今後とも実施時期については検討していきたい。
＜委員＞　「若年女性のためのこれからライフ」の実施内容について、事業実施後に発信するような機会はあるのか。
＜指定管理者＞　えーるだよりに情報を載せている。また、参加者がプライバシーを気にすることがあるため、あまり公表していないのが現状である。引きこもりの男性の場合は、周りが気にすることが多いが、女性はいずれ結婚するだろうし、家事手伝いをしているのだろうからということで周りの気づきが遅くなることがある。若年女性で一旦は就職したが、そこでセクシュアル・ハラスメントやパワー・ハラスメントに遭い、心が折れて復帰できないという人も多々いるという話を聞く。そういった人たちの心のケアがとても難しいと感じている。私たちはメンタルケアの専門ではないので、今後の大きな課題だと感じている。
＜委員＞　先ほどの話にも出たが、こういった引きこもりの方たちに講座に参加してもらうための工夫
　　　　がとても大事だと感じた。何らかの方法で心理カウンセラーの方たちに、センターで実施して
いる講座について情報を届けられる方法があればよいと思う。私たちもその方法について一緒
に考えていきたい。
＜委員＞　区民企画講座はとてもいい企画が集まってきていると思うが、実施講座の参加者募集期間が
短いと感じる。区の方から、区報が出てから情報を公開するようにと言われているので、募
集期間が1か月ないときもある。せっかくいい企画が集まっているのにもったいないと感じ
るので、もう少し早く募集を開始できるよう検討していただきたい。
＜指定管理者＞　講座等のお知らせの開始時期は区報、HP、チラシなどバラバラではなく、統一させるために、区報に掲載してから募集を開始するということになっていると思う。
＜事務局＞　基本的には区報に出てから広報を開始することになっている。平等に情報が届くようにと
いう観点も含めそうなっている。もう少し早めに情報を出したいということであれば、区報
に出すのを前倒しにすると募集期間を伸ばすことができる。
＜委員長＞　今の話は区民企画講座の募集自体の期間かそれとも中身の広報についてか。
＜委員＞　企画の中身はだいぶ前に決まっている。講座募集は大体1か月前に区報に情報を出している。
知り合いなどにも情報を伝えたいときに区報が出てからという縛りがあって伝えるのが後
になってしまうことがあるので、もう少し早く情報を公開したい。
＜指定管理者＞　今後ご相談させていただいて検討していく。
＜委員＞　募集については1か月前からのままにしても、広報に出すのは事業の2か月前にしてもよい
のではないか。区報に出す際に募集開始日についても掲載するのはどうか。
＜課長＞　確かにそのような方法をとることも可能であると思う。広報は区報以外にもホームページ
　　　　に掲載したり、チラシをまいたりしている。特に区民企画講座は皆さんに主体的にやっていた
だいているもので、もっと皆さんに行っていただきたいと思う。今年は工事が入った関係もあ
って早めに日程を組んでもらい、こちらに日程を合わせていただいたということもあった。広
報については改めて区のほうでも確認させていただいて、いい条件で情報を流せるように公平
性も保ちながらということで考えさせていただきたい。区民企画講座の部分を見るとどの講座
も申込者数が定員を上回っていて、時代に即した内容のものになっていると思う。
＜委員長＞　指定管理者、事務局からも話を聞けたので、この話はこれで以上にしたいと思う。他に
　　　　　何か意見はあるか。
＜委員＞　全体の講座を通してできれば参加者の平均年齢が分かると、年齢層から今後の講座の方向性
　　　　が見えてきたりしてよいのではないか。
＜指定管理者＞　すべての講座で毎回アンケートを実施し、年齢層をデータとしてとっている。それが知りたいということであればこちらで検討させていただくが、あくまでアンケートに答えてくれた人のデータになる。そのため、それも加味した形で見ていただきたい。
＜委員長＞　それでは議題(3)平成31年度事業計画(案)について指定管理者に説明をお願いする。
＜指定管理者＞　平成31年度事業計画(案)(資料２) について説明(説明省略)。
＜委員長＞　それでは質問、ご意見のある方お願いしたい。
＜委員＞　18番女性の心身健康維持について、特段年齢制限は決めているのか。
＜指定管理者＞　年齢制限は設ける予定はないが、今年度区民企画講座「もっと親子で話そう！『性』と『生』の話」の参加者たちがこの話は大事だと言っていた。女性に限定して生理の話を切り口にしていくか、男女関係なしで計画するか今後検討していく予定でいる。
＜委員＞　22番男性の生き方講座の内容としてはどのようなことをする予定なのか。
＜指定管理者＞　今年度は料理とボタン付けなどの裁縫や片付けについてであったが、意外に参加者が少なかった。料理は調理室がない関係で制限がある。男性用の講座ではないが、昨年度の「人生100年時代」としてこの先どうしたらなりたい自分になれるのかという講座を行ったが、多くの男性参加者に来ていただいた。ご高齢の男性が多かったので、若い男性の参加をどうするか今後検討していく。
＜委員＞　第4次男女共同参画計画を作った際に女性だけでなく男性の意識啓発が大切だということを
話合った。男性への働きかけの部分でもっと若い男子大学生がセンターを通じて男女共同参画
について学べるようなものがあればいいと思う。毎年若い世代にも参加して欲しいという話は
出るが、実際はなかなか難しい。以前MOVEの編集委員をしていた際に、武蔵大学の男子学生
から話を聞く機会があった。その際には興味深い話がたくさん聞けたので、そういったような
意見交換できる場などがあればいいと思う。
＜委員長＞　男性への働きかけと若者への働きかけの工夫が重要だと考える。男性からの意見を聞きた
い。
＜委員＞　人生が100年の時代になり、定年も70歳になる時代になってきた。定年後にどう過ごすか考える。男性への働きかけで一番気になったのは料理と健康である。70歳以降の人たちにも興味がわくような講座をやっていただければ参加される方が多くなるのではないかと思う。
＜委員長＞　議題(4)平成31年度区民企画講座について指定管理者から説明をお願いする。
＜指定管理者＞　平成31年度区民企画講座（資料3）について説明（説明省略）。
＜委員長＞　質問意見等のある方はお願いしたい。
＜委員＞　講座募集の告知は区報とHP以外に何かあるのか。
＜指定管理者＞　館内にチラシを撒いたり、活動している団体に直接声掛けしたりしている。
＜委員＞　区民企画講座の申込受付は団体側ということだが、そのやり方はこれからも変わらないのか。団体の代わりにセンターの事務所での受付をしてもらえないのか。
＜指定管理者＞　毎年、そのようなお問い合わせをいただく。区民企画講座は委託事業で最初から最後まで団体で実施していただくのが活動、学習、経験を積むということになるので、参加申込受付も団体にお願いしている。しかし、団体の方も忙しい方が多いので、なかなか受付を担当できる人がいないという問題がある。その点も含めて団体の皆さんで話し合って進めていただくのが区民企画講座の趣旨でもあると考える。団体によっては受付時間を設けるなどの工夫をしているところもある。
＜委員長＞　他に質問はあるか(質問なし)。では次に報告事項について事務局から説明をお願いする。
【報告】
＜事務局＞　空調設備改修工事について簡単に説明させていただく。9月から来年の3月にかけてセンターの空調工事を行っている。フロアごとに工事を行っており、現在は3階の工事を行っている。3階の工事は11月末までの予定であり、その後1階、2階と続いて工事を行う。1階工事は12月からでそれに伴い1階の事務室を11月29、30日で3階へ移す。そのため、11月29、30日は全館休館となる。また、3階から1階へ戻す日程については1月上旬を予定している。また、同じ建物のつつじ保育園も工事をする関係で、5歳児が2階の保育室を利用しており、11月末まで利用予定である。その際、保育園とセンター保育室を行き来することになるが、保育士の方と警備員で安全には十分配慮して工事を進めている。今のところ、大きなスケジュール変更や安全面での問題もなく順調に進んでいる。
＜委員長＞　この件に関して何か質問はあるか(質問なし)。それでは、次回の開催日程を決めたい。
　　─　日程調整（省略）　─
＜委員長＞　それでは、次回は　1月24日（木）午後1時30分から開催させていただく。
＜事務局＞　事業チラシに関する告知(説明省略)。
＜副委員長＞　（閉会の挨拶）
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